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1　は　じ　め　に

ミニトマトは収穫・調整に要する時間が長いので，房ご

と一挙に収穫ができれば，それらに要する時間は短縮でき

栽培面積の増加が可能であろう。また新商品・新商材とな

り消費開拓が可能になると思われた。そこで実用的に房ど

りが可能か見通しをつけるため，品種の特性を把握し，ポ

リ袋かけの方法が利用できるかを検討した。

2　試　験　方　法

（1）品種特性
供試した品種はサンチェリーなど11品種で表1に示し

た。半促成2作，抑制1作の計3作で検討した。第1回
（①と表に表示）は1988年11月25日に播種し．1989年1月

30日に定植し．5月1日より収穫を始めた。第2回（②）

は，1989年6月13日に播種し，7月19日に定植し，9月8
日より収穫を始めた。第3回（③）は1990年1月16日に播

種し，3月14日に定植し，5月22日より収穫した。
床面積330汀芦の大型ハウス（屋根FRA）内で，ベッド幅

100cm，道路幅80cm，粂間60cm，株間60cmの1株2本仕
立てとした。施肥加温など管理は場内の慣行で行った。

品種の特性のうち，果実の着色状況，房の形状などを主

に観察調査した。
（2）房どり方法

ポリ袋は0．03mmx225mmX350mm（Nm12）を用いた。第1

果房の第1異が着色した始めた頃ポリ袋七果房をつつみ，

着色の進行，揃いを促した。水対熟こ，切り込み，針穴，
吸水剤利用などの処理を行った。

蓑1　果房内で第 1乗が着色した後，

3　試験結果及び考察

州　品種特性

第1乗が着色（橙色）したばかりの果房を毎日観察．記

録し，10番目に着色した果実の着色臼を記録した。10番目

の果実が着色するまでの目数は，第1果房では20～30日を
要したが，第2，第3，第4果房と上段にいくに従い気温

も上昇してきており．それぞれ15～20日，12～15日，7－

10日と短縮してきた。

また，第1巣が着色した臼を記録しておき．特定日に着色

果数を数え．1日当りの着色の進行状況を調査した。第2

果房では．10果目が着色するまで11～2相を要していた。

1房当り10果について，異色の揃いを色彩色差計を用い

て調査した。L a，b値のうちa値のCV値がやや大き

かった。また果実の糖度は7．0－8．5％で，CV値は品種に

よりやや差があった。

次に果実・果房の外観について，房どりに適しているか

を調査した。表3は低段果房で，まだシングル果房が中心

だが，上跡こいくにつれダブル・トリプル果房となり，1

房当り50果以上の品種もあった。また上段にいくにつれ．

果実間間隔が広がり，果実が不均一の品種が多かった。供
試した中ではピコとミニカプリが比較的果実が均一であり，

また1房当りの果数はシングルで10～15果程度で．そのま

まパックできそうで房どりに適した形状であると思われた。

なお房良は15－20cmであった。しかし．両品種とも，食味・

果皮のつやなどでサンチェリーやミニキャロルに劣ってい
た。今回供試した品種をそのまま房どりに用いることは難

しく，適した品種に改良することが必要と思われた。

表3は，1房中10～15果着色したら房ごと収穫する房ど

第10栗が着色するまでの日数（（9）
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サ ンチ ェリー

】 2 0 ．0 （1 7 － 2 3 ）

ベ　　　　　 ベ

l t j　2 3 ＿8 （2 0 － 2 6 ） l 2 0 ．0
（14 － 16 ）2 1 5 ．9 （1 1 － 2 1 ） 2　　 1 6 ．3 （10 － 2 0 ） チェ リー 2 日 ．7

3
4

1 4 ．0
8 ．5

3

4

】3 ．0

日 ．6

（ 8 － 18 ）
（ 8 － 14 ）

ミニ カ 3
4

12 ．0
7 ＿0

サ ンチェ リーー

1

2

1 1 8．0

1 5 ．0

（】5 － Z l ）
ミニ カプ リ

】
2

2 7 ．0
1 9，0 日 2 － 2 3 ） ナイヤ ガ ラ

1
2

日 ．0
12 ．9 ‘ （ 7 － 2 2 ）

A 3
4

1 6 ．5
9 ．0

4 7 ，0 ス イー ト 3

4

1 2，0
日 ．0

（ 7 － 1 5 ）

ミニ キ ャロル

】
2
3

2 2 ．7

柑 ＿2
1 2．0

10 ．7

日 9 － 2 7 ）
（1 7 － 2 4 ）

サ ンチェ リー　R B

l

2

1 3 2 ．0

1 4 6 （M － 1 7 ）
ミ　ミ トマ ト

3 1 5 1 （1 0 － 1 9 ） 4 （ 9 － 12 ）

サ ンゴール ド

l 2 1 0 （1 2 － 3 8 ）
日 1 2：0

6 ．0

（ 7 － I 6 ） 2
3

4

2 1：0

14 ．3
9．0

【川 － 2 9 ）

（ 9 － 1 7 ）
（ 6 － 1 4 ）ピ　　　　 コ t 6 ．0

表2　果房の調査（亀　5月26日調査）
筍色架の

肴色の　う　ち　の
痛　い　裂果散

架1三

機経

（架）　（異）　　　　（璧）（1）

異賃の

大きさ　梨究爪形

の揃い

サンチェリー14～19　8～12　よ　い　1　16～28　シングル　　赤　　よ　い　　坪

サンナ1リーA14～319～13ややよいl・～6　18～27　シングル・′ブル　〟

サンナ刈　RB　26～3414～25　よ　い　1　19′－28　ダ　プ　ル　　〝

ピ　　　　コ11～13　6～9ややよいl～2　22～30　シングル　　　　　”　やや陣馬戌

ベ　　　　ベ14～219～11よ　い1′〉2　18～38　シングル・′プ〟　′′　　　　　　　桂

ミニカプリ10～20　8～16　　〝　　　0　　22～31　〝　　′　ピンク　”　やや陣【r：i威

ミニ皐◆ロル14～19　8～11　〝　1～2　2■5～32　シングル　赤　　〝　　　床
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ナイ■■ガウスイー112′－34　8へノ11ややよいl～3　19へ′26　シングル・′プル　〝　　よ　い

ミ　ミトマト15～】6　10　　　　　　　0　17～26　シングル　　〟　　ややよい

サンゴールド15・－1910へ′11よ　い　1　19～26　　　〟　　　オレンジ　よ　い

果形の　集表面1扉亜l異境（CV）
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りと，1果ごと収穫した場合の収

員調査である。この方法では房ど

りの場合，未着色巣が40％を占め，
また裂果がやや多く生じ問題があっ

た。l房巾でも若色の早い部分は

1果どりし，残りを房どりすると

か，ダブル果房はシングル果房よ
り多く着色した段階で房どりする

とか工夫をする必要があった。な
お供試した中では房の形状からミ

兼吉　収穫方法別の収量（（彰）

品 種 名
収　 穫 調　 査

正　 常　 果　 A 裂晋 モ 蔓 果 A ・ B 色 去 来

（％ ） （％ ） （％ ） （％ ）
方　 法 果　 敢 2 0 偵 日 宇訝 19 品 ！5 10 城 下 ′き渚

ミニ キ ャ ロ ル
1 果どり 14 3 8 0　　　　 6　　　 4 0　　　 4 2　　　 88 10　　　 2　　 1咲）　　 0
房 ど り 1 13 54 0　　　 1　　　 2 2　　　 20　　　 4 3 11　　　 0　　　 5 4　　　 46

ペ　　　　　　　 ′ヾ
1 架とり 15 3 5 0　　　　 0　　　 18　　　 6 2　　　 80 】8　　　　 2　　 10 0　　　 0

房 と り 12 7 5 0　　　　 0　　　 日　　　 2 5　　　 36 26　　　　 0　　　　 6 2　　　 3 8

サンチ1 リーR B
1 果とり 10 99 0　　　　 6　　　 4 3　　　 3 7　　　 8 6 1 4　　　　 0　　 10 0　　　　 0

房 ど り 99 9 0　　　 1　　 19　　　 2 0　　　 40 18　　　　 0　　　 三組　　　 4 2

ミ　ニ カ プ リ
1 果とり 15 54 1 1　　 2 3　　　 3 2　　　 2 5　　　 9 1 9　　　　 0　　 10 0　　　　 0
房 ど り ‖ 3 7 0　　　 18　　　 2 0　　　　 4　　　 42 1 7　　　　 0　　　　 5 9　　　 4 1

注．5株IO枝凋査

ニカプリが適しているとおもわれた。

（2）房どり方法

省力も目的の一つであり．また余分な資材もかけないで

房どりしたいと考えていたが，透明ポリ袋をかけることで
着色が早まり房どりが可能であるとの報告が既にされてい

るので，実用的に使えるのか．問題点はないのか，その他
の方法はないのかについて検討した。

第1巣の着色が始まった時期に，透明ポリ袋をかけ，10
果臼が着色するまでの日数を調査した。ポリ袋をかけると

無処理より，ミニキャロルで4日，サンチェリーRBで2日着

色が早まった。しかし気温が上昇するに従い，その差はな

くなっており，ポリ袋の利用は比較的気温の低い時期に効

果があると思われた。ポリ袋内の温度は，日中はやや高く
なるが，夜間はほとんど同じであった。なおFHフイルム

の愛葉栗をかけたところ無処理と同じ着色状況であった。

果実の糖度は，処理間差がなく，CV値は9％程度で果
色に比べれば小さかった。

また10果着色を目標とするなら無処理でも十分であるが，
14～15果全部を赤色に着色しようとポリ袋をかけておくと

裂果が発生するので，10果まで赤色，残りの4～5巣は橙

～黄色の段階で収穫すれば裂果の発生は少なくなる。

ポリ袋かけによる着色の促進効果は房どりに利用できる

と思われたが，ポリ袋内に水がたまって過湿になり，果皮

の炊かい占占種は裂果（裂皮）し．甚しい場合はかびが発生

した。この水は結露によるものと思われた。

そこでポリ袋の底に切り込み（5mm）を2か所いれ．水が
落ちるようにしたところ，ポリ袋内の水のたまりは5cc以

下と少なくなったが，着色は無処理とほとんど同じであった。

この水対策を抑制作型で再度検討した。1番巣の着色時

に，底に針穴を数か所あけたポリ袋と吸水剤（高分子吸水

則）をいれたポリ袋をかけた。その結果，針穴程度では水
はぬけきらなかったが，着色は無穴のポリ袋と同程度であっ

た。吸水剤入りポリ袋内の水は吸水剤に吸われていた。し

かしどの処理も果実表面やポリ袋内面のぬれを除去するこ

とはできなかった。

次にポリ袋以外の方法で果実の着色を揃え房どりをしよ

うとした。ホルモン処理の回数を増やし（同一花に2度が

けはしない），結実，肥大，着色を早めようとしたが，効果

は判然としなかった。1花房の中でもそれぞれの花の花芽

分化に時間差があるので．その後の生育を早めようとして

も難しいと思われた。1房14～15花の場合，開花，着色が

3グループに分かれるようであり．最後のグループが黄色

程度で収樺すれば（1～2果緑色），房どりできる。

1房当りの果数を10．15，20と，結実してから制限して

やれば着色が揃うのではないかと思われたが，その傾向は

判然としなかった上に，摘果することにより房の形状の美
しさを損なった。

蓑4　果房内で第1異が着色した後，第10栗が
着色するまでの日数（（む）

品 樺 名 果 房 恥　 処　 理　 日　 数 （M IN － M A X ）

ミ ニ キ ャ ロ ル

1　　 無 処 理　 19 ．5　　　 日 3 － 2 7 ）

2　　 無t処 瑠　 14 ．2　　 日 3 － 18 ）

2　　 ポ リ 袋　 10 ．3　　 （ 10 － 1 1 ）

サ ン チ ュ リ ー

1　　 無 処 理　 19 ．4　　 （ 14 ～ 28 ）

2　　 無 処 理　 15 ．4　　 （ 9 － 2 3 ）

R B 2　　 ポ リ 袋　 14 ，0　　 日 2 － 】6 ）

3　　 無 処 理　 1 2 ，4　　 （ 6 － 18 ）

3　　 ポ リ 袋　 10 ．5　　 （ 10 － 1 1 〉

4　　 無 処 理　　 8 ．8　　 （ 8 － 1 2 ）

4　　 ポ リ 袋　　 8

賽5　果房内の着色の様子（の　5月24日調査）

品　 緒　 名 仇　 理 1 2　3　4　5 6　7 8　9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 20 21
ミ　ニ　キ　ャ　ロ　ル無地理

㍉
％ポ順

U O U U 0 0 0 0 0 ⑦㊧●●●

①①皿①①① 0 0 0 0 ①○①
①①○①①①①0 0 0 0 0 0

％ ポ順 讐普告8 8 8 8 8 8 忘吉富霊◎●

サンチェリーR B 無私埋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ㊧⑳㊨㊧●●●●●●
㍉
わポ臓

0 0 0 0 0 0 0 0 ㊥②◎◎●●●●●●●●●
①①①①①○①○①○〔）む①①①①○
①①（D 0 0 Ⅷ）（D O q）○①○（D ○○㊨

毎ポ順 Ⅲ）①皿O C 0 0 0 ① 0 0 0 0 0 0
①O C lO ○○⊂亘O C O C 〇〇〇⑳

注．黒色 ‥①赤 ・裂果 ○赤　 ⑦董　 ㊥オレンジ ●緑

蓑6　着色乗数の増加状況（G））

品 種 名 処　　　 曜
果 歓 着 払 豪 鎧

（里 ） （％ ） （％ ）

ミニ キ ャ ロ ル 6 ／1 無　 処　 理 16 ．2　 6 ．0 （3 7 ）　 7 ．6 （4 7 ）
6 ／1 ポ　 リ　 袋 17 ．2　 9 ．4 （55 ） 1 1．8 （69 ）

サ ンチュ リー

6 ／1 切 込 入 ポ リ袋 15 ．2　 5 ．6 （37 ）　 9 ，8 （6 4 ）
6 ハ 無　 処　 理 3 7 ．8　 6 ．8 日 8 ） 13 ．0 （34 ）

R B 6 ハ ポ　 リ　 袋 3 3 ．0　 7 ．2 （22 ） 15 ．8 （48 ）

6 ハ 切 込 入 ポ リ袋 3 0 ．2　 4 ．8 日 6 ）　 9 ．6 （3 2 ）

表7　ポリ袋内の水，ぬれ（②）

処　　　　 理
10 月 17 日 11 月 13 日

水　 1　 果 実 の 水　 量　 果実 の　 袋 内面
（∝ ／袋 〉　ぬ　 れ （∝ ／袋 ） ぬ　 れ　 のぬ れ

ポ　 リ　 袋 7．5　　 有 り 13．8　　 有 り　　 有 り

ポ リ袋 ・針　 穴 3．4　　 有 り 0　　　 有 り　　 有 り

ポ リ袋 ・吸 水 剤 0 ，7　　 有 り 0　　　 有 り　　 有 り

注．調査は袋処理をして1週間後

4　ま　　と　　め

ミニトマトの房どりの可能性を検討した。

透明ポリ袋を果房にかければ，気温の低い時期には着色

が早まり，房どりができるが，ポリ袋をかける労九資材

が余分にかかることやポリ袋内がぬれて果皮の軟かい品種

は裂果を生じやすいなどの問題があった。袋かけ後果実に

農薬が付着しないことなどのメリットも強調すればポリ袋

かけの方法も期待できる。しかし無処理で房どりできれば

最もよく，房どりしやすい品種を検討したところ，供試し
た中ではミニカプリの房形状が適していると思われたが専

用品種の育成が必要である。
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